平成２４年度　南アルプス市立白根百田小学校後期自己評価書
１　教職員による自己評価について（平成２４年１２月実施）
（１）集計結果
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①

学校教育目標、めざす児童像を意識しながら、教育活動

を進めている。

②

さまざまな教育活動が、学校教育目標達成のため、具体

的な見通しを持って行われている。

③

教育課程や指導計画は、本校の実態に即したものとなっ

ている。

④

教育公務員としての自覚を持ち、職務に従事している。

⑤

職員間の連携や協力体制がとれている。

⑥

職員間での報告・連絡・相談を密にするよう努めている。

⑦

児童や教職員の個人情報の管理を適切に行っている。

⑧

教職員の適性・能力に応じた校務分掌の分担がなされ意

欲的に取り組める環境にある。

⑨

職員会議が情報交換と課題検討の場として有効に機能し

てる。

⑩

学校行事は職員の共通理解の下に実施され、内容も適切

である。

⑪

教職員間の相互理解が十分になされ信頼関係に基づい

て教育活動が行われている。

①

児童が意欲的に取り組む指導内容・指導方法の工夫を

図っている。

②

教科の基礎的・基本的内容を確実に定着させようと努力し

ている。

③

個に配慮した授業を行っている。

④

朝の学習（１５分間）は、基礎学力の定着をめざしながら、

効果的に実施している。

⑤

宿題や家庭学習に対する指導を行っている。

⑥

道徳では、生命尊重や思いやりの心を育てることを重視

し、指導に努めている。

⑦

総合的な学習では、ねらいをふまえた活動計画を立て、実

践している。

⑧

学級活動の指導に当たっては、児童の自主的・自発的な

自治活動を意識して行っている。

⑨

各教科等の授業時数を確保することに努力している。

①

あいさつや時間を守るなどの基本的生活習慣に関する指

導を確実に行っている。

②

児童が我慢強く、粘り強くやりぬくことを意識した指導を

行っている。

③

教師と児童の心の触れ合いを深めるための活動を通して

信頼関係を強めることに努めている。

④

家庭との連携を密にし、教師と保護者の信頼関係を築くよ

う努力している。

⑤

教育活動全体を通して、学習・生活のルールやマナーを

身につけさせるよう努めている。

⑥

教職員の共通理解の中、学校の決まりや約束ごとの指導

をし、成果が見られている。

①

校舎内外の安全点検を計画的に実施することにより、危険

個所・修理箇所の対応ができている。

②

登校・下校時、または下校後の安全指導に配慮し、指導を

行っている。

③

施設・設備は安全に使用され、また活用されやすいように

整備されている。

④

緊急時の対応（防災・防犯）について共通理解が図られ、

計画的に訓練がなされている。

①

研究会で話し合われた論理や方法、授業研究の成果を日

常の実践に生かそうとしている。

②

教材研究を積極的に行い、授業の改善・工夫に努めてい

る。

①

授業参観・部会・学校公開は、学校との連携を深めるため

に、有効に活用されている。

②

学校・学年・学級だよりなどにより、適時必要な情報提供を

図っている。

③

地域の人材や文化財・自然環境などを、積極的に教育活

動に取り入れるよう努力している。

7

その他

①

清掃、花壇の管理、花作りなど、美しい環境づくりの推進

に努めている。
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そう思うほぼそう思うあまりそう思わないそう思わない答えられない


≪教職員自己評価　２回目集計結果についての考察≫
１　学校経営・学校運営について

　・④⑤⑥⑦は「そう思う」の割合が６０％以上と高いことから，教育公務員としての自覚をもち，職員間の連携や協力体制をとろうと努力している様子がわかる。

２　教科等の指導について

　・①③④⑦⑧の「そう思う」の割合が１０～２０％と低いことから，指導内容や指導方法の工夫・個に配慮した授業・朝の学習の内容・総合的な学習・学級活動では，さらに工夫が必要と思われる。ただ，学力差が大きいため担任の工夫や努力だけでは限界があるようだ。

　・④⑧の「あまりそう思わない」の割合が高いことから，計画的かつ系統的な指導が必要と思われる。

３　生徒指導について

　・おおむね良好のようだが，⑥では「あまりそう思わない」の割合が高い。あいさつ・廊下の歩き方・トイレのスリッパ等なかなか改善されないものがあるようだ。例えば，トイレのスリッパであれば，クラス全員で学校中のトイレのスリッパを整頓するような場面を設けて意識付けをするようなことも必要ではないだろうか。

　・集団下校の集合は，｢南アルプスすこやか音頭｣で定着を図りたい。

４　安全管理について

　・どの項目も「そう思う」「ほぼそう思う」の割合が高く，指導・対応・整備がよくできていると思われる。

５　研究・研修について

　・「そう思う」「ほぼそう思う」を合わせた割合が高く，校内研究におけるブロック研究会の話し合いが生かされているようだ。

６　保護者・地域との連携について

　・①②は良いが，③については「あまりそう思わない」の割合が高い。地域の人材や文化財・自然環境を生かした教育活動を取り入れる努力が必要だと思われる。学習内容との関わりもあるので，学年により差があるのかもしれない。教育課程編成時に見直すと良いと思う。

７　その他について

　・「美しい環境づくり」については，各学年や担当で計画的に行っているが，ひとつひとつの作業に手間がかかることなのにまとまった時間がなかなかとれず「十分」ではないようだ。

　・児童や保護者への対応について，「よく相談に乗ってもらってありがたかった」という記述もあった。
２　児童アンケートについて（平成２４年１２月実施）
　（１）集計結果
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わたしは、学校へ行くことが楽しい。

わたしは、先生や友だちにしっかりあいさ

つをしている。

９６．４％

項目

わたしは、友達と仲良くしている。

わたしは、朝学習に進んで取り組んでい

る。

わたしは、運動会や音楽会にいっしょうけ

んめい取り組んだ。

わたしは、運動会や 音楽会で他の学年の

発表のよいところに気づくことができた。

わたしは、家庭学習  （宿題など）をしっかり

行っている。

わたしは、友達にいやがることを言ったり、

いやがることをしたりすることが最近ない。

わたしは、友達からいやがることを言われ

たり、いやがることをされたりすることが最近

ない。

アンケート対象：

回収数：

回収率：

３８８名

３７４名

わたしは、授業がわかる。

わたしは、授業でわからないことなどを先

生に質問しやすい。

わたしは、自分で考えたことを、進んで発

表している。

0%20%40%60%80%100%

そう思う

ほぼそう思う

あまりそう思わない そう思わない

わからない


　【参考】
①「わたしは，学校へ行くことが楽しい」…８３.２％（そう思う=59.3％，ほぼそう思う=23.9％）

⑦「わたしは，授業がわかる」　　　　　…８２.３％（そう思う=56.0％，ほぼそう思う=33.3％）
≪児童アンケートまとめ≫

２学期のみ実施の項目について

　朝学習について（No.2）
　基本的に読書をする。ただし、クラスで何か取り組むことがあるときには読書でなくともよい。

・約８０％が自主的に取り組んでおり、定着してきていることが伺われる。ただ、昨年比では、わずかだが「そう思わないが」増えているので、それぞれの学級でさらに朝学習が定着するように、指導を繰り返していくと良いと思われる。

・学級図書の利用や、図書館の本を借りることを促すなどの声かけをさらにしていくことよいのではないか。

・開始時刻になったら自主的に始められるように、取り組み内容について、予め確認していくことが望まれる。

運動会や音楽会への取り組みについて（No.4,5）

・９０％の児童が一生懸命取り組んだとしており、児童も達成感が持てたと思われる。

・昨年よりも「そう思う」「ほぼそう思う」の回答が増えている。

・運動会も音楽会も学年相応の特色を持った取り組みをしたことや、この取り組みを通して何を目指しているのかを伝えながら進めていることも功を奏しているのではないかと思われる。

・メッセージカードは昨年から取り組んでいるので、子どもたちに、「聞きじょうず」「友達のいいところを見る」よさが育っているのではないか。今後も続けることで、良いところを認め合う気持ちが、学年を越えて持てるようになっていくのではないか。

１学期に引き続き実施した項目について

　あいさつへの取り組みについて（No.３）
　　・約８０％強が、そう思う、ほぼそう思うと回答している。しかし、「そう思う」だけ見ると、1学期は、60％弱だったのだが、４０％弱に減っている。

　　　職員室前を通る児童は、毎日あいさつをよくしているが、玄関では、子どもたち同士であいさつを交し合っている様子が少ない。

　　・あいさつへの取り組みは、各クラス取り組んでいるところだが、今後も、あいさつの大切さを伝えながら根気よく取り組む必要があると思われる。

　　家庭学習について（No,6）
　　・１学期に比べ、達成率が少し減っている。

　　・家庭の協力も呼びかけたり、宿題でどんなことを目指しているのか等宿題の意味なども繰り返し伝えていくことも必要だろうか。

・低学年で家庭学習の習慣化が少しでも多く定着するよう取り組んでいくとよいのではないか。

　　友だちとの関わり合いについて（No.11.12）
　　・N0.12の「嫌がることをされたり、言われたりすることがない」の回答で、「あまりそう思わない」「そう思わない」と答えた児童が減っている。（30％→20％）

　　　「ちくちくことば、ふわふわことば」の学習も生きているだろうか。

・No.11とNo.12を比べてみると、嫌なことを言ったり、したりしているつもりはないが、受け取る側は、嫌だと感じているというズレがあることを、引き続き、そして根気よく児童に伝え、気づいていくようにしていくことが望まれる。
３　保護者アンケートについて（平成２４年１２月実施）　
（１）保護者集計結果
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学校からの文書やお便りなどはよく読ん

でいる。

授業参観や学校行事には積極的に参

加している。

子どものしつけや基本的生活習慣に注

意を払っている。

子どもの様子に変化があれば，すぐに先

生に知らせ，相談している。
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子どもに，学校のことや出来事をよく尋

ねる。

子どもの話をよく聞いてあげている。

家庭内で「おはよう」「おやすみ」等のあ

いさつがされている

機会があれば，ボランティアとして教育

活動の支援をしてもよい。

質問項目

子どもは，学校のことをよく話す。

子どもは，学習がわかり，基礎学力が身

についている。

学校は，生命を大切にする心・思いやりの心

や社会のルールを守る態度を育てている。

学校は，授業参観や学校開放等で，子

どもの様子を見る機会を設けている。

子どもは，学校に行くのを楽しみにして

いる。

子どもは，友だちと仲良く生活している。

アンケート対象：

回　　収　　数　：

回　　収　　率　：

学

校

の

教

育

活

動

に

つ

い

て

学校，学年・学級からのお便りやホーム

ページ等で，学校の様子がよくわかる。

先生は，基礎基本の徹底や学習のつま

づきなどに積極的に取り組んでいる。

先生は，保護者からの相談に適切に対

応してれる。

先生は，子どもの話をよく聞き,よく理解

してくれる。

学校は，保護者に教育目標や教育方針を伝

えている。

学校では，特色ある教育活動を進めている。

（朝学習，縦割り班活動，体験活動など）

0%20%40%60%80%100%

そう思うほぼそう思うあまりそう思わない
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≪保護者アンケートまとめ≫

１　アンケート全体より

　○　全２０問の質問のうち，肯定的な回答が８０％を下回るものは３問になった。この数字は，１学期と

　　比較すると，ほとんど変わらず，保護者は学校教育に対しては十分理解を示してくれていると考えてよ
い。
≪参考≫
＊肯定的な回答が８０％未満の質問
　　2-4「子どもは，学習がわかり，基礎学力が身についている」　………………77.6％(前回78.2%)
3-4「子どもの様子に変化があれば，すぐに先生に知らせ，相談している」…74.2％(前回73.6%)
　　3-8「機会があれば，ボランティアとして教育活動の支援をしてもよい」……78.6％
　　 ＊前回調査時に肯定的回答が８０％未満の質問
　　3-3「子どものしつけや基本的生活習慣に注意を払っている」…………………93.0％(前回78.6%)
２　学校の教育活動について

　○　全８項目のうち，肯定的な回答が９０％を超えるものが，４項目ある。
　○　前回（１学期末実施）と比較した場合，大きな変化は見られない。しかし，
　　1-6「先生は，基礎基本の徹底や学習のつまずきなどに
積極的に取り組んでいる」…… 39％（11ﾎﾟｲﾝﾄ上昇）
　　1-7「先生は，保護者からの相談に適切に対応してくれる」……… 46％（8ﾎﾟｲﾝﾄ上昇）
　　1-8「先生は，子どもの話をよく聞き，よく理解してくれる」…… 39％（6ﾎﾟｲﾝﾄ上昇）
　　の３項目については，「そう思う」人の割合が増加している。これは，次のような理由が考えられる。
　　　＊夏季休業中に補習を実施した

　　　＊時間の経過とともに，保護者と担任教師の人間関係が構築されている
　　　
３　子どもの様子について

　○　大きな変化あまり見られず，前回同様である。

○　2-4「子どもは，学習がわかり，基礎学力が身についている」の回答は２０％近くが否定的であった。

この項目は，ここ数年多少の数字の変化はあるが，同じくらいである。
４　保護者自身について

　○　ここでもあまり大きな変化が見られない。しかし，

　　3-1「学校からの文書やお便りなどはよく読んでいる」……………………… 41％（6ﾎﾟｲﾝﾄ上昇）

　　3-3「子どものしつけや基本的生活習慣に注意を払っている」……………… 38％（19ﾎﾟｲﾝﾄ上昇）
　　3-4「子どもの様子に変化があれば，すぐに先生に知らせ相談している」… 28％（7ﾎﾟｲﾝﾄ上昇）
　　の３項目については，「そう思う」人の割合が増加している。
　　　まとめ

　保護者は

①　学校が積極的に行っている情報公開に対し，十分理解を示し，評価している。
⇒⇒学校に対して好意的である。
　　②　子どもとの会話に努力している。⇒子どもと良好な関係を築くよう努力している。

　　　しかし，子どもの学力に関しては不安があり，子どもの様子に変化があっても，あまり先生には知ら
せようとしない保護者も存在している。
